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問題は次のページから始まります。



　次の各問いに答えなさい。

	（１）　次の計算をしなさい。

	（２）�　２つのコップA，Bのそれぞれに水が入っています。Aに入っている水の　　を

Bに移したところ，A，Bに入っている水の量は等しくなりました。最初にA，Bに

入っていた水の量の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

	（３）�　華子さんは，スタート地点から 10 km先の目的地まで移動しました。はじめ

の３分は走り，次の３分は歩き，その後は３分ごとに走ることと歩くことを交
こうご

互に

繰
く

り返
かえ

しました。走る速さが時速８km，歩く速さが時速３kmのとき，目的地に

着くまでに走った時間の合計を求めなさい。
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	（４）�　右の図の①，②，③，④，⑤，⑥の部分を，
赤，青，黄の３色でぬり分けます。ぬり分ける
方法は全部で何通りあるか求めなさい。ただ
し，となりあう部分は異なる色とします。

	（５）�　右の図は，円柱の一部を切り取ったものです。
この図形の体積を求めなさい。ただし，円周率
は３. 14 とします。
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　てんびんの左側におもりを置き，右側に３gと７gの分銅をいくつか置いて，てんびん
がつりあうようにします。ただし，分銅は３gと７gの両方を用いても，３gのみ用い
ても，７gのみ用いてもよいものとします。このとき，次の各問いに答えなさい。

	（１）�　てんびんの左側に 17 gのおもりを置きました。このとき，てんびんの右側に
３gと７gの分銅をそれぞれ何個置けばよいか，求めなさい。

	（２）�　例えば，てんびんの左側に８gのおもりを置くと，てんびんの右側に３gと７g
の分銅をどのように組み合わせて置いても，つりあうことはありません。

	 　　�　このようなつりあわないおもりの中で，最も重いものは何gですか。ただし，
おもりの重さは整数とします。
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　右の図は１辺が６cmの立方体で，図の•は
立方体の各辺の真ん中の点です。このとき，
次の各問いに答えなさい。

	（１）�　この立方体を３点B，D，Iを通る
平面で切ったときにできる切り口は，
どのような図形になりますか。解答
らんの立方体の図にかきこみなさい。

	（２）�　この立方体を３点B，D，Iを通る平面で切ってできる２つの立体のうち，小さ
い方の体積を求めなさい。
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　下の図のような正方形と直角三角形があります。正方形は，右の方向に毎秒３cmの
速さで直線上を移動します。このとき，次の各問いに答えなさい。

	（１）�　２つの図形が重なっている部分があるのは何秒間か求めなさい。

	（２）�　動き始めてから３秒後の，２つの図形が重なっている部分の面積を求めなさい。

	（３）�　２つの図形が重なっている部分の面積が58 cm2になるのは２回あります。動き
始めてから何秒後と何秒後か求めなさい。
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　１から 100 までのある整数を，連続するいくつかの整数の和で表すことを考えます。
ただし，０は使いません。
　例えば，６は連続する３つの整数の和で表すことができて，
　　　６＝１＋２＋３
となります。このとき，次の各問いに答えなさい。

	（１）�　１から 100 までの整数のうち，連続する３つの整数の和で表すことができる
数は何個あるか答えなさい。

	（２）�　（１）の数のうち，連続する４つの整数の和で表すことができる数は何個あるか
答えなさい。

	（３）�　（２）の数のうち，連続する５つの整数の和で表すことができる数をすべて答え
なさい。
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